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がん死亡・罹罹患率率率の推移
（全部位）男⼥女女計



２⼈人に１⼈人は“がん”に罹罹患する



３⼈人に１⼈人は“がん”で亡くなる



北北海道でも３⼈人に１⼈人はがんで亡くなる



男⼥女女別 　部位別がん粗死亡率率率の推移
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⽇日本のがん医療療に対する体制

第1次対がん10か年年総合戦略略（1984年年〜～）
〜～対がん10か年年総合戦略略〜～

第2次対がん10か年年総合戦略略（1994年年〜～）
〜～がん克服新10か年年戦略略〜～

遺伝⼦子レベルでの病態の理理解
早期発⾒見見法の確⽴立立，標準的な治療療法の確⽴立立

－対がん10か年年総合戦略略－



がん死亡・罹罹患率率率の推移
（全部位）男⼥女女計



緩和医療療

第3次対がん10か年年総合戦略略（2004年年〜～）

がん研究の推進
がん予防の推進
がん医療療の向上とそれを⽀支える社会環境の整備

〜～がんの罹罹患率率率と死亡率率率の激減を⽬目指して〜～



がん患者

（緩和ケア）

症状の緩和

苦痛
⾝身体的苦痛

⼼心理理・精神的苦痛

（外科的治療療，化学療療法，放射線療療法）

治療療

がん病変



Ａ群：治癒を期待できる

急性⾻骨髄性⽩白⾎血病，急性リンパ性⽩白⾎血病，ホジ
キン病，⾮非ホジキンリンパ腫（中・⾼高悪性
度度），胚細胞腫瘍，絨⽑毛がん

（奏効率率率80％以上）

Ｂ群：延命が期待できる

乳がん，卵卵巣がん，⼩小細胞肺がん，多発性⾻骨髄
腫，⾮非ホジキンリンパ腫（低悪性度度），慢性⾻骨
髄性⽩白⾎血病，⾻骨⾁肉腫，⼤大腸がん    

（奏効率率率60〜～80%)

Ｃ群：症状緩和が期待できる

軟部組織腫瘍，頭頚部がん，⾷食道がん，⾮非⼩小細
胞肺がん，胃がん，膀胱がん，前⽴立立腺がん，膵
がん，脳腫瘍，腎がん�

（奏効率率率  30〜～60%）

Ｄ群：効果の期待が少ない

悪性⿊黒⾊色腫，肝がん，甲状腺がん

（奏効率率率  30%以下）

化学療療法の進歩
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Any CT- bevacizumab Kozloff ASCO GI 2007 27,1

Grothey ASCO  2007 Any CT- bevacizumab　beyond PD followed by bevacizumab 31.8
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進⾏行行性⼤大腸がんに対する化学療療法の進歩



がん患者

（外科的治療療，化学療療法，放射線療療法）

治療療

がん病変

（緩和ケア）

症状の緩和

苦痛
⾝身体的苦痛

⼼心理理・精神的苦痛



緩和ケアとは？（2002年年WHO）

命を脅かす疾患に関連した問題に直⾯面する患者と
家族のQOLを向上するためのアプローチであり，
苦痛を回避し軽減するために早期診断や的確なア
セスメント，疼痛や⾝身体的・精神的そしてスピリ
チュアルな問題に対する関わりを介して提供され
る．



患者
家族
QOL
痛み
⾝身体
精神
スピリチュアル

チームアプローチ
チーム医療療

Key  word



緩和ケア：Palliative  care 　 　
（姑息的 　緩和的） 　

がん病変の治療療 　

病期 　

姑息的

最近の考え⽅方；緩和ケアに病期は関係ない
� �  　 　（治療療と並⾏行行して⾏行行い得るもの） 　

緩和ケア

以前の考え⽅方；緩和ケア＝終末期ケア 　

緩和的

がん病変の治療療 　 緩和ケア



頭頚部がん放射線治療療による⼝口内炎による痛み



卵卵巣がん放射線治療療による放射線⽕火傷による痛み



緩和ケア：Palliative  care 　 　
（姑息的 　緩和的） 　

がん病変の治療療 　

病期 　

姑息的

最近の考え⽅方；緩和ケアに病期は関係ない
� �  　 　（治療療と並⾏行行して⾏行行い得るもの） 　

緩和ケア

以前の考え⽅方；緩和ケア＝終末期ケア 　

緩和的

がん病変の治療療 　 緩和ケア



がん医療療の両輪輪
治 　療療

症状コントロール

化学療療法
外科的治療療
放射線治療療

緩和医療療



第3次対がん10か年年総合戦略略（2004年年〜～）

がん対策基本法（2007年年度度〜～）

がん対策推進基本計画（2007年年度度〜～）



がん予防および早期発⾒見見の推進

がん医療療の均てん化と促進等

専⾨門的な知識識及び技能を有する医師，
その他の医療療従事者の育成

医療療機関の整備等

がん患者の療療養⽣生活の質の維持向上

がん医療療に関する情報の収集提供，体
制の整備等

がん対策基本法（2007年年〜～）

国
厚⽣生労働⼤大⾂臣

がん対策推進基本計画

都道府県

都道府県がん対策推進計画 研究の推進等

がん対策を総合かつ計画的に推進



がん医療療の均てん化

⽇日本どこでも
質の⾼高いがん医療療を受けることができる体制整備

化学療療法，放射線療療法，緩和医療療

拠点医療療施設の整備



がん診療療連携拠点病院による医療療機関整備

国⽴立立がんセンター中央病院・東病院

都道府県がん診療療連携拠点病院

地域がん診療療連携拠点病院

かかりつけ医



北北海道がん対策推進計画（平成20〜～24年年度度）

取り組むべき重点課題

がんによる死亡者の減少（75歳未満のがん年年齢調整死亡率率率の
20％減少）

すべてのがん患者およびその家族の苦痛の軽減並びに療療養⽣生活
の質の維持向上

医師等の育成
治療療初期段階からの緩和ケアの実施
がん登録の推進

全体⽬目標



北北海道でのがん医療療に対する体制

 　 　道がん診療療連携拠点病院 　 　

 　 　地域がん診療療連携拠点病院 　 　

 　北北海道がんセンター 　 　

⾼高度度がん中核病院
北北海道⼤大学

旭川医科⼤大学

北北⾒見見⾚赤⼗十字病院

市⽴立立札幌病院 市⽴立立釧路路総合病院

砂川市⽴立立病院

札幌医科⼤大学

王⼦子総合病院

帯広厚⽣生病院

⽇日鋼記念念病院

市⽴立立函館病院

旭川厚⽣生病院



北北海道がんセンター
恵佑会札幌病院
市⽴立立札幌病院
札幌厚⽣生病院

KKR札幌医療療センター
⼿手稲溪仁会病院
北北海道⼤大学附属病院

市⽴立立釧路路総合病院

がん診療療連携拠点病院（北北海道）

釧路路労災病院

北北⾒見見⾚赤⼗十字病院

帯広厚⽣生病院

旭川医科⼤大学病院
旭川厚⽣生病院

旭川市⽴立立病院

砂川市⽴立立病院

王⼦子総合病院

⽇日鋼記念念病院

市⽴立立函館病院

函館五稜稜郭病院

市⽴立立⼩小樽病院

札幌医科⼤大学附属病院



地域がん診療療連携拠点病院

かかりつけ医
がん医療療提供施設

北北海道でのがん医療療に対する体制

 　 　北北海道がんセンター 　 　

 　 　⾼高度度がん中核病院 　 　
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緩和ケアの形態

施設緩和ケア

在宅宅緩和ケア

院内病棟型

院内独⽴立立型

完全独⽴立立型

緩和ケアチーム

ホスピス
緩和ケア病棟



ホスピス・緩和ケア病棟

緩和ケア病棟⼊入院料料
１⽇日 　37,800円

積極的な治療療を⾏行行
うことが出来ない

がん死亡患者の10％未満しかベッド数がない



緩和ケア

受診 死

有機的な連携

抗がん治療療

【最近の考え⽅方】

緩
和
ケ
ア
病
棟

ホスピス
緩和ケア病棟 　緩和ケアチーム 　

遺族ケア



患者

ペインクリニック医

精神科医

看護師

臨臨床⼼心理理⼠士 薬剤師

リハビリテーション医

放射線科医

これまでの体制 　 患 　者

ペインクリニック医 精神科医

看護師
臨臨床⼼心理理⼠士

薬剤師

リハビリテーション医放射線科医

緩和ケアチーム



札幌医科⼤大学附属病院 　緩和ケアチーム

⿇麻酔科医� � � 2名

精神科医� � � 1名

臨臨床⼼心理理⼠士� � 1名

専⾨門看護師� � 1名

薬剤師� � � 1名

ソーシャルワーカー� 1名



在宅宅緩和ケア 　死亡場所構成⽐比

⽇日本，アメリカ，オランダの⽐比較

病院 ⾼高齢者施設 ⾃自宅宅
がん患者の
病院死亡率率率

⽇日本

アメリカ

オランダ

81% 3% 16% 93%

41% 22% 31% 37%

35% 33% 31% 28%



ホスピス
緩和ケア病棟

介護 医療療 福祉

保険調剤薬局

訪問看護ステーション
在宅宅療療養⽀支援診療療所

居宅宅介護⽀支援事業所

訪問介護事業所

在宅宅療療養

⼀一般病院
がん診療療連携
拠点病院
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新しいがん医療療教育体制

緩和ケア基本研修会
（がん医療療に携わるすべての医師を対象）

がんプロフェッショナル養成プラン
（⼤大学院教育，専⾨門教育）





新しいがん医療療教育体制

緩和ケア基本研修会
（がん医療療に携わるすべての医師を対象）

がんプロフェッショナル養成プラン
（⼤大学院教育，専⾨門教育）



がんプロフェッショナル養成プラン

平成19年年度度 　⽂文部科学省省より全国で18件のプランが選定

がん医療療の担い⼿手となる⾼高度度な知識識や技
術を持つがん専⾨門医師やがん医療療に携わ
るコメディカルなど、がんに特化した医
療療⼈人の養成のため、⼤大学病院や地域がん
診療療連携拠点病院などの連携のもとに⾏行行
われる⼤大学院教育プログラム



北北海道の総合⼒力力を⽣生かすプロ養成プログラム
〜～⼤大学，地域，病院の連携を⽣生かしたがん専⾨門医療療⼈人の育成を⽬目指して〜～

⼤大学病院と連携した
実践的な教育プログラム

4⼤大学の教育
研究機能を結集

北北海道⼤大学附属病院

旭川医⼤大附属病院

札幌医⼤大附属病院

全道を網羅羅する9つのがん診療療
連携拠点病院と連携

地域のがん医療療の充実とオール北北海道の総合⼒力力を⽣生かすがん養成プログラム

北北⾒見見⾚赤⼗十字病院

市⽴立立札幌病院
市⽴立立釧路路総合病院砂川市⽴立立病院

王⼦子総合病院

帯広厚⽣生病院⽇日鋼記念念病院

市⽴立立函館病院

旭川厚⽣生病院

北北海道がんセンター

北北海道⼤大学医学部

旭川医科⼤大学

札幌医科⼤大学

北北海道医療療⼤大学



腫瘍診療療センター

がんプロフェッショナル
養成プログラム 緩和医療療学講座

札幌医科⼤大学でのがん医療療に対する
新しい体制



腫瘍診療療センター
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緩和医療療学講座（寄附講座）

2008年年〜～2012年年までの時限講座
札幌医⼤大の最初の寄附講座（現在2つ存在）
東北北⼤大学，⼤大阪⼤大学（寄附講座）に次いで3番⽬目に開講





緩和医療療学講座 　構成メンバー

教授（兼任）� � � ⼭山蔭 　道明� � ⿇麻酔科学講座
准教授（兼任）� � ⼭山内 　正憲� � ⿇麻酔科学講座
講師（兼任）� � � 渡邊 　昭彦� � ⿇麻酔科学講座
特任講師� � � � 岩本 　喜久⼦子
助教（兼任）� � � 吉永 　敏弘� � 精神神経科学講座
特任助教� � � � ⽔水⼝口 　亜紀� � ⿇麻酔科学講座
特任助教� � � � ⽶米⽥田 　舞� � � 臨臨床⼼心理理⼠士
精神保健福祉⼠士� � 福⽥田 　三奈奈⼦子
看護師（研究員）� ⼯工藤 　悦⼦子
理理学療療法⼠士� � � 佐藤 　昭紀
教室秘書� � � � 宮永 　知加



患者・家族サロン





札幌医科⼤大学での緩和医療療

学⽣生教育

緩和医療療学 　8講
学⽣生実習

がんプロフェッショナル
養成プログラム

インテンシブコース
緩和医療療専⾨門医養成コース

緩和医療療学講座
寄附講座

腫瘍診療療センター

緩和ケア管理理室
緩和ケアチーム



がん医療療の両輪輪
治 　療療

症状コントロール

化学療療法
外科的治療療
放射線治療療

緩和医療療


